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内
訳

要介護者の状態の維持・改善や家族の心身の負担軽減を目的とする。

引き続き講演会及び教室等の開催を継続しておこなう。
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家族介護者を支援する教室の開催や認知症についての啓発をおこない、引き続き家族介護者を支援する。
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会　計

要介護者の状態の維持・改善や家族介護者の心身の負担軽減を目的とする。
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委託 平成18年度 介護保険法　

本市に住所を有する者で、家族の介護をしている者

今後とも地域包括支援センターに委託し、「いきいき介護教室」の開催を継続する。
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事業：家族介護支援事業                                

１．家族介護支援事業 

家族介護者教室の開催や認知症についての啓発を行って家族の負担の軽減に努めた。 

 

細事業：家族介護支援事業                             

１．家族介護支援事業 

家族介護者の精神的負担を軽減し、心身の健康を保持することで虐待等を未然に防ぐとともに、良好な介護環境

を保ち在宅介護が維持できるように、地域包括支援センターに事業委託し、毎月１回保健センターにて、介護技術

の習得や腰痛予防体操及び交流会等をおこなう「いきいき介護教室」を、家族介護者を対象として開催した。また、

各地域にて家族介護者の交流会を目的とした「ミニサロン」を開催した。 

 

【いきいき介護教室】 

開催回数  12回   参加者延べ人数  140人 

 

【ミニサロン】 

開催回数  7回   参加者延べ人数   40人 

  

 ※いきいき介護教室及びミニサロンの開催内容をまとめた「いきいき通信」を毎回発行し、家族介護者等に配布

した。 

 

 

 

いきいき通信 


